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10. 評価書対象事項に係る評価書案の修正の経過及びその内容 

10.1 修正の経過 

本環境影響評価書の作成にあたっては、「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会実

施段階環境影響評価書案（日本武道館）審査意見書」（平成30年２月22日付29環総政第871号）

に記載された環境局長の意見及び都民等からの意見を勘案するとともに、事業計画の具体化に

伴い、評価書案の内容を修正した。 

評価書案の修正箇所、修正事項、修正内容及び修正理由は、表10.1-1(1)及び(2)に示すとお

りである。 

表 10.1-1(1) 評価書案の修正の経過及びその内容 

評価書案の修正箇所 修正事項 評価書における修正内容及び修正理由 

7. 日本武道館の計画の目的及び内
容 

内容 環境局長の審査意見を踏まえ、北の丸公園との
景観の連続性を確保する緑化計画ついて追記し
た。（p.19参照） 

9. 環境及び社会経済に及ぼす影響
の内容及び程度並びにその評価 

  

 9.2 緑 ミティゲーシ
ョン 

環境局長の審査意見を踏まえ、大樹等の保存状
況や中低木の移植状況及び植栽状況についてフ
ォローアップで確認することを追記した。（p.69
参照） 

ミティゲーシ
ョン、 
評価 

環境局長の審査意見を踏まえ、北の丸公園との
景観の連続性を確保する緑化計画ついて追記し
た。（p.69参照） 

9.3 自然との触れ合い活動の
場 

ミティゲーシ
ョン 

環境局長の審査意見を踏まえ、大樹等の保存状
況や中低木の移植状況及び植栽状況についてフ
ォローアップで確認することを追記した。（p.83
参照） 

9.4 史跡・文化財 ミティゲーシ
ョン 

環境局長の審査意見を踏まえ、埋蔵文化財発掘
本格調査結果をフォローアップ報告書において
確認することを追記した。（p.93参照） 

9.5 水利用 予測 環境局長の審査意見を踏まえ、雨水利用や循環
水（中水）利用の検討過程を追記した。（p.102
参照） 

9.6 廃棄物 予測、 
ミティゲーシ
ョン 

環境局長の審査意見を踏まえ、改修工事につい
ての種類ごとの建設廃棄物発生量や再資源化量
を予測した。（p.121参照） 
また、建設廃棄物の発生量、再資源化や適正処
理の状況について、フォローアップで確認する
ことを追記した。（p.124参照） 

ミティゲーシ
ョン 

環境局長の審査意見を踏まえ、「東京都建設リサ
イクル推進計画」の目標値も踏まえ、より一層
の再資源化率の向上に努める計画について追記
した。（p.124参照） 

9.8 温室効果ガス ミティゲーシ
ョン 

環境局長の審査意見を踏まえ、本館の改修工事
及び中道場棟増築後の温室効果ガス排出量につ
いて、フォローアップで確認することを追記し
た。（p.157参照） 

9.9 エネルギー ミティゲーシ
ョン 

環境局長の審査意見を踏まえ、本館の改修工事
及び中道場棟増築後のエネルギー使用量につい
て、フォローアップで確認することを追記した。
（p.168 参照） 
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表 10.1-1(2) 評価書案の修正の経過及びその内容 

評価書案の修正箇所 修正事項 評価書における修正内容及び修正理由 

9. 環境及び社会経済に及ぼす影響
の内容及び程度並びにその評価 

  

 9.10 安全 予測 環境局長の審査意見を踏まえ、本館のバリアフ
リー化が行われる箇所について図示した。
（p.190 及び 191参照） 

9.11 消防・防災 予測 
ミティゲーシ
ョン 

環境局長の審査意見を踏まえ、避難誘導に当た
っては、多言語化に対応した設備とするなど、
施設利用者の多様性に配慮した避難誘導情報の
伝達を行う計画について追記した。（p.211 及び
213参照） 

9.12 公共交通へのアクセシビ
リティ 

予測 
ミティゲーシ
ョン 
評価 

環境局長の審査意見を踏まえ、公園内の車道に
車両を待機させないよう運転者への指導を徹底
する計画について追記した。（p.221 及び 222 参
照） 

9.13 交通安全 予測 
ミティゲーシ
ョン 
評価 

環境局長の審査意見を踏まえ、公園内の車道に
車両を待機させないよう運転者への指導を徹底
する計画について追記した。（p.231 及び 232 参
照） 
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10.2 評価書案審査意見書に記載された環境局長の意見 

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会実施段階環境影響評価書案（日本武道館）

審査意見書」（平成30年２月22日付29環総政第871号）に記載された環境局長の意見は、表10.2-1(1)

及び(2)に示すとおりである。 

表 10.2-1(1) 評価書案に対する環境局長の意見の内容 

評価書案は、おおむね「東京２０２０オリンピック・パラリンピック環境アセスメント指針（実施
段階環境アセスメント及びフォローアップ編）」に従って作成されたものであると認められる。 

なお、環境影響評価書を作成するに当たっては、次に指摘する事項について留意し、その記載内容
が充実するとともに一層理解しやすいものとなるよう努めるべきである。 

項目 1. 項目別事項 

 【主要環境（土壌）】 

（土壌） 

事前の調査において土壌汚染が確認されていることから、法令に基づき適切に対策を実施し、土

壌汚染の拡散を防止すること。 

 

 【生態系（緑）】 

（緑） 

①ヒマラヤスギの大樹等の保存や、移植に適した中低木の公園内への移植を計画していることから、

その実施状況について、フォローアップ調査で報告すること。 

アメニティ･文化（自然との触れ合い活動の場）共通〕 

 

②新規植栽について、北の丸公園との景観の連続性を損なわないような緑化計画に努めるとともに、

緑化の実績をフォローアップ調査で報告すること。 

 

 【アメニティ・文化（自然との触れ合い活動の場、史跡・文化財）】 

（自然との触れ合い活動の場） 

ヒマラヤスギの大樹等の保存や、移植に適した中低木の公園内への移植を計画していることから、

その実施状況について、フォローアップ調査で報告すること。 

〔生態系（緑）共通〕 

 
（史跡・文化財） 

計画地内において埋蔵文化財の発掘調査を実施しているが、当該埋蔵文化財包蔵地は江戸城跡と

して注目される場所であることから、調査結果の報告を適切に行うこと。 
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表 10.2-1(2) 評価書案に対する環境局長の意見の内容 

項目 1. 項目別事項 

 【資源・廃棄物（水利用、廃棄物、エコマテリアル）】 

（水利用） 

現時点では雨水利用や循環水（中水）利用の計画はないとしていることから、これまでの雨水利

用や循環水（中水）利用の検討過程を明らかにするとともに、環境保全措置を徹底し、より一層の

上水利用の削減に努めること。 

 
（廃棄物） 

①建設廃棄物の再資源化率に「建設リサイクル推進計画 2014」（国土交通省）における目標値を設

定しているが、「東京都建設リサイクル推進計画」における目標値も踏まえ、再資源化率のより一

層の向上に努めること。 

 

②本館の改修工事において、多くの種類の建設廃棄物の発生が見込まれることから、これらの種類

ごとの発生量や再資源化量等を予測した上で、発生量や再資源化の実績、適正処理の状況等をフ

ォローアップ調査で報告すること。 

 
（エコマテリアル） 

建設工事において、エコマテリアルの積極的な利用に努めるとともに、使用状況について確認す

ること。 

 

 【温室効果ガス（温室効果ガス、エネルギー）】 

（温室効果ガス、エネルギー 共通） 

既存施設の実績から温室効果ガス排出量及びエネルギー使用量を算出し、これに新たな削減対策

を行うことでより少なくなると予測していることから、この結果についてフォローアップで確認し

報告すること。 

 

 【安全・衛生・安心（安全、消防・防災）】 

（安全） 

本館についてバリアフリー化の改修を行うとしていることから、バリアフリー化が行われる箇所

について図示するなど、事業の効果を分かりやすく説明すること。 

 

（消防・防災） 

緊急時には、自動火災報知設備と非常放送設備との連携によるスムーズな避難誘導を行う計画と

していることから、避難誘導に当たっては、観客の多様性に配慮した情報の伝達に努めること。 

 

 【交通（公共交通へのアクセシビリティ、交通安全）】 

（公共交通へのアクセシビリティ、交通安全 共通） 

公園内における工事用車両の走行に当たっては、来園者の通行ルートと重なることから、安全走

行の徹底を図ることはもとより、車両の待機等をすることがないよう、事業の進捗状況に合わせた

適切な環境保全措置を実施すること。 
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10.3 意見見解書に記載された意見及び見解 

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会実施段階環境影響評価書案（日本武道館）」

は、平成29年12月８日に公表し、同年12月８日から平成30年１月21日までの45日間にわたり意見

募集を行った。都民等から提出された意見書の件数は１件であった。 

提出された意見の全文を掲載し、これとともに、意見に対する実施者の見解を以下に示す。 

 

10.3.1 都民等の意見の見解 

(1)環境影響評価の項目に関するもの 

項目 1.公共交通へのアクセシビリティ 

意見の内容 実施者の見解 

・九段下駅はホームからエレベーターを用いた地上
へのルートは確保されているが、各エレベーター
は車椅子１台分のサイズとなっている。 

・また、ホームから最大で３台のエレベーターに乗
る必要があり、誘導員や誘導表示の工夫が必要で
ある。 

・エレベーターへアクセスするにはホーム上を移動
するためのスペースが狭く、特に車椅子利用者に
とっては危険である。 

・階段⑥はエスカレーターが併設されているが地上
までは至っていない。その旨の表示が必要と思わ
れる。 

・九段下駅から日本武道館までの道路は斜度のきつ
い登坂であり、誘導員の配置を考慮すべきである。 

大会時の観客の主要な動線については、組織委員
会、国及び都が、協議会を設置して策定した
「Tokyo2020 アクセシビリティ・ガイドライン」を
踏まえ、鉄道事業者等にアクセシビリティの確保に
ついて働きかけるほか、ボランティアによるサポー
ト等のソフト的対応についても検討していきます。 
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